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お問い合わせは、
（☎63・3805）まで。

上
下
水
道
課

お
知
ら
せ

下
水
道
へ
の
接
続
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

給
水
装
置
の

誤
接
合
の
防
止
に
つ
い
て

　

下
水
道
の
整
備
が
で
き
て
も
、み

な
さ
ま
に
使
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。下
水
道
事

業
に
加
入
済
み
で
、ま
だ
接
続
工
事

を
さ
れ
て
い
な
い
み
な
さ
ま
は
早
め

に
工
事
を
さ
れ
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、接
続
工
事
は『
日
高
町
排
水

設
備
指
定
工
事
店
』し
か
施
工
で
き

ま
せ
ん
。指
定
業
者
の
中
か
ら
工
事

業
者
を
ご
自
分
で
選
び
、ご
相
談
く

だ
さ
い
。借
家
や
テ
ナ
ン
ト
の
場
合

は
、貸
し
主
と
の
協
議
も
必
要
と
な

り
ま
す
。指
定
工
事
店
は
役
場
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
ご
家
庭
、
事
業
所
で
の

�

水
道
配
管
は
大
丈
夫
？

　
「
町
水
道
の
給
水
管
」と「
井
戸
水

な
ど
水
道
以
外
の
管
」が
直
接
連
結

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

こ
れ
は
、ク
ロ
ス
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

（
誤
接
合
）と
言
い
、町
水
道
管
と
井

戸
水
な
ど
の
管
を
接
続
す
る
こ
と
に

よ
り
井
戸
水
な
ど
が
町
水
道
本
管
へ

流
入
し
、水
質
汚
染
に
つ
な
が
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、水
道
法
に
よ

り
固
く「
禁
止
」さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、バ
ル
ブ
を
設
置
し
、必
要
に

応
じ
て
水
道
水
と
井
戸
水
な
ど
を
切

り
替
え
て
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

状
態
も
ク
ロ
ス
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
に
な

り
ま
す
。

な
ぜ
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
？

　

町
水
道
の
給
水
管
と
、井
戸
水
な

ど
の
管
が
直
結
さ
れ
て
い
る
と
、バ

ル
ブ
の
故
障
や
操
作
不
良
、閉
め
忘

れ
な
ど
に
よ
り
、井
戸
水
な
ど
が
水

道
本
管
に
流
入
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。こ
の
水
が
汚
染
さ
れ
て
い
た
場

合
、周
辺
の
ご
家
族
で
は
飲
用
に
適

さ
な
い
危
険
な
水
を
飲
ん
で
し
ま
う

ば
か
り
で
な
く
、最
悪
の
場
合
、伝
染

病
な
ど
を
広
範
囲
に
引
き
起
こ
し
て

し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

水
道
水
の
汚
染
を
防
止
し
安
全
性

を
確
保
す
る
と
い
う
公
衆
衛
生
上
の

観
点
か
ら
、ク
ロ
ス
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

は
水
道
法
に
よ
り
固
く「
禁
止
」さ
れ

て
い
ま
す
。

ク
ロ
ス
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
に

�

な
っ
て
い
る
場
合
は
？

最
寄
り
の
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
に
連
絡
し
、速
や
か
に
町
水
道

の
給
水
管
か
ら
井
戸
水
な
ど
の
管
を

切
り
離
し
て
下
さ
い（
費
用
は
使
用

者
負
担
）。そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く

と
、井
戸
水
な
ど
が
水
道
本
管
に
流

入
す
る
ば
か
り
で
な
く
、反
対
に
大

量
の
水
道
水
が「
井
戸
」な
ど
に
流
れ

込
み
、後
日
高
額
の
水
道
料
金
を
お

支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

安
心
・
安
全
な
水
道
は
、私
た
ち

皆
の
財
産
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
、ル
ー
ル
を
守
っ
て

正
し
い
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

井戸水の上水道へ流れ込み→

←水道水

Ｍ

←井戸への流出

メーターボックス

クロスコネクション（誤接合）の事例

× ○

井
戸
ポ
ン
プ

井
戸
ポ
ン
プ

Ｍ

井戸水→

正しく接続された事例

混合水

井戸水→
←水道水

メーターボックス

井戸水 水道水



　

広報ひだか 2015.1月号21

　「最近、もの忘れをする…」「あれ？っと思うことが増えた」「何かおかしい…」でも、どこに相談す
ればよいのかわからない…。
　ご本人、ご家族の方、お気軽にご相談ください。　＊ご家族だけの相談でも可能です。

認知症サポート医が
お話を伺います

サポート医　池田明彦先生
日　　　時　平成27年２月12日（木）14時〜16時
場　　　所　日高町保健福祉総合センター　２階
　　　　　　（ふれあいセンター）
定　　　員　申し込み順　３組まで
相 談 時 間　約20分程度

※医療機関で既に認知症の診断を受けている方は除きます
※医師による相談会です。診察ではありません
※事前予約が必要ですので、下記までご連絡下さい

【お申込み先】日高町地域包括支援センター（役場内）　（☎0738･63･3801）

です！
こんにちは

日高町地域包括支援センター

もの忘れ無料相談会を開催します!!

　“ひきこもり”とは、仕事や学校に行かず家に
居がちで、家族以外の人と関わる機会がほとん
どない状態のことです。“ひきこもり”の状態が
続くと、本人だけでなく、家族も日々の生活の中
で不安やいきづまりを感じることが少なくあり
ません。
　今回は、ひきこもりの経験者に、ひきこもって
いた当時の気持ちや回復のきっかけなどをお話
しいただきます。
　この機会が、ひきこもり当事者を理解し、支援
のためのヒントを得られるものになればと考え
ております。

日　時　平成27年１月23日（金）
　　　　13:30〜15:30

場　所　御坊保健所　別館　大会議室
　　　（御坊市湯川町財部８５９−２）

内　容
13:30〜14:30　講演会「ひきこもりからの回復」
14:30〜15:30　交流会

定　員　30人
対　象
　講演会：ひきこもりの問題について関心の
　　　　　ある方（家族や本人、支援者など）
　交流会：ひきこもりでお悩みのご家族

【お問い合わせ・お申込み先】
　和歌山県精神保健福祉センター
　（☎073･4 3 5･5 1 9 4）
　（6 0 7 3･4 3 5･5 1 9 3）

※�平成27年２月20日にも、ひきこもりをテーマ
に講演会と交流会を開催予定です

ひきこもりからの回復
−ひきこもり経験者からのメッセージ−


